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社会の変化が早く、先を見通しにくい時代になっている今こそ、
都市や暮らしの在り方をもう一度、皆さんと共有し直すことが必要です。

私たちのまち横浜は、150年以上前から先人たちが未来を切り拓いてきた、挑戦の地です。
ありたい姿を追求し、皆さんと共に力をあわせて、つくってきた今の横浜。

これから、私たちが、この困難な時代を乗り越えて、子どもたちに、
未来につないでいかなければなりません。

横浜は、全ての人の「明日をひらく都市」であり続けたい。
様々な困難を抱えていても、その人が望む道を選択し、みんなで応援する都市。

多種多様な人の才能、その人らしい可能性をひらく都市。
たくさんの人が集い、明日を感じ、語らいあえる都市。

多くの様々な企業が集まり、つながり、新しい価値を生み出しつづける都市。
自然や文化をはじめとした、豊かなまちの魅力をひらく都市。

横浜が持続可能であることはもちろん、地球における持続可能性をひらく都市。

横浜に関わる、全ての人が前を向き、希望にみちあふれた毎日を送れる、
世界のどこにもない都市を共につくりましょう。

明日に向けた一人ひとりの行動が、新しい横浜をつくっていきます。

OPEN × PIONEER
2040 YOKOHAMA

共 に め ざ す 都 市 像

明 日を ひらく都 市
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共にめざす都市像とは、現在及び未来の横浜をとりまく環境を、統計データや

有識者等の知見を踏まえて策定した、「2040年頃の横浜のありたい姿」です。 

４か年ごとに策定される中期計画の指針として活用するほか、横浜に関

わる多様な人・企業・団体が、共に未来を切り拓いていくための共通

認識として発信・活用していきます。

市民の皆様が、2040年頃のありたい姿を自らに置き換え

て、様々な暮らしのイメージができるように、また、

そこに向けて自らも行動できるように、めざす未

来の具体像を併せて示しています（166ページか

ら191ページ）。

市民の皆様がありたいと考える姿は、お一人お

ひとりの価値観や生活環境などにより様々なの

で、皆様が考える2040年頃の姿をイメージして、

共に行動するヒントになれば幸いです。

共にめざす都市像とは？

横浜に関わる様々な
人・企業・団体と
共に未来を切り拓く

2022
YOKOHAMA

延長線上に
ある未来

2026年

2030年
2034年

2038年

共にめざす都市像

2040
YOKOHAMA

未来の横浜のありたい姿を
規定した基本的方向性

市民生活
の未来

都市基盤
の未来

都市の
未来

基本戦略
戦略、政策

共にめざす都市像を実現する

中期計画として策定・運用

めざす未来の具体像
共にめざす都市像を実現する上で
目標となるシナリオイメージ
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Ⅱ共にめざす都市像（めざす未来の具体像）

市 民 生 活
の未来 社会や時代の変化に適応しながら、あらゆる世代・多様な市民の皆様、

一人ひとりが自分らしく活躍でき、いきいきと安心して暮らすことのでき
る、そのような市民生活の実現を目指します。

暮らしやすく誰もが
WELL-BEING※を実現できるまち

都  市
の未来 これまでの歴史の中で、受け継いだ様々な価値と、新たに生み出す価

値を織り交ぜながら、常に変化し、独自の魅力を発信し続け、人と企
業が集う都市を目指します。

人や企業が集い、つながり、
新しい価値を生み出し続けるまち

都 市 基 盤
の未来 交通インフラ、脱炭素、環境保全、災害対策など、横浜での暮らしや

様々な活動を支え、持続可能な都市として発展・進化し続けるための強
い基盤づくりを目指します。

変化する時代・社会に適応し、市民生活や
都市を支える新しい在り方を実現し続けるまち

※ WELL-BEING：幸福で肉体的、精神的、社会的全てにおいて満たされた状態のこと。




